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〈こども部〉 
・子どもの医療費は、窓口負担をなくし１８歳まで完全無料化を図ること 

・保育士の正規雇用を進め、希望通りの入所（園）対応できる体制を 

・保育士配置基準の統一等公私間格差是正を図り、公的保育の拡充を図ること 

・チャイルドシートの補助を復活すること 

・ひとり親家庭支援の拡充（レスパイト手続き簡素化等） 

・ヤングケアラーの実態を把握し、支援を行うこと 

・出産・育児一時金での不足分の補填（無償化） 

・認可外保育園の健康診断費用の助成を 

・無痛分娩助成で医療機関側のインフォームド・コンセントの確認方法の確立すること 

・無痛分娩だけでなく、妊産婦全体への助成拡充 

 

〈国・県、他の機関に求めること〉 

・保育士等の処遇改善はかること 

・国の保育士の配置基準の更なる見直し 

・民間保育園への障害児保育受入れに対する保育士の加配への予算 

・子どもの医療費は、窓口負担をなくし１８歳まで完全無料化を図ること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


